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シンポジウム3階ASUKハ■|‐1交流パ■テ才|■
・
3階ASむkAェ

轟交流パーティー参加費 3,000円  重 定員 100名

変動する経済情勢の影響を受けやすい中小企業にとって、産学官連携は優れた技術を保有し、強い企業体

質を作 り上げるための重要な一つのツールと捉えられています。

本シンポジウムでは、モノづ くりに焦点をあて、 「価値ある技術を生み出す産学官連携 ～ 強いモノづ く

り企業へ～」を統一テーマとして、産 ・学 ・官の連携が地域経済の発展に繋が り、企業の国際競争力強化に

結び付 く等、連携により広がる可能性について考えます。

基調講演 パネルディスカッション

ン轟藻安―マ
～赤字会社が世界の トップに～

体脂肪計の大ヒットを生み出した夕ニタの経営

講師 :谷田 大 輔 氏
(m夕ニタ総合研究所代表取締役所長)
1942年生まれ。66年に父親が創業した

佛タニタ製作所(現株式会社タニタ)に入社。

83年に副社長に就任。実質的に経営を引

き継ぐ。87年に社長就任。「健康をはかる」

をコンセプトに、体脂肪計 ・体組成計な

ど健康計測機器の開発に取り組んできた。

2008年、代表取締役会長に就任。2010

年より株式会社タニタ総合研究所代表取

締役所長。現在に至る。

ンテ率晋

産学官連携による

モノづくりへの可能性

換毒ディネ毒ター

長尾 治 明 氏

富山国際大学 現代社会学部 教授

パネラ率

二回 友 昭 氏

富山県工業技術センター 企画管理部長

池田 真 一氏
伽ロンウッド 代表取締役

谷口 貞 夫 氏

m北陸精機 代表取締役会長

主催/富 山県中小企業団体中央会  共 催/富 山県中小企業融合化推進協議会
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態Ⅲ車準的幸表
●講濃テーマ ～ 赤字会社が世界のトップに～

体脂肪計の大ヒットを生み出したタニタの経営

谷 田  大 輔 氏 (l■lタニタ総合研究所 代表取締役所長)
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懃第■部' Ⅲヽ"学スカウシヨン

1 4 : 0 0～14 : 1 0

1 4 i 1 0～15 : 4 0 ( 9 o夕〉)

15 i 4 0～15 i 5 0

1 5 : 5 0～17 : 2 0 ( 9 o夕〉)

■‐■評■車壁幸ず
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●デーマ   産 学官連携によるモノづくりの可能性

●コー ディネー ター
  長 尾  治 明 氏 (富山国際大学 現代社会学部 教授)

●パネラー 二 日  友 昭 氏 (富山県工業技術センター 企画管理部長)

池 田  真
一

氏 帥 ロンウッド代表取締役)

谷 口 貞 夫 氏 帥 Jヒ陸精機 代表取締役会長)

叡第●部1交流パ■テイ|■ ]フ:30～ 19:00

※交流パーティーご参加の方は会費3,000円となります。
※シンポジウムのみご参加の方は無料となります。

お車でお越しのお客様は富山国際

会議場駐車場、をむ利用ください。

満車の場合、付近の市営城llL公園

駐車場、市営総曲輪駐車場をこ利

用ください。

富山県中小企業団体中央会 行 〉〉FAX 076口 422口 0835
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所属 ・役職 氏 名 シンポジウム 交流パーティー

※こ出席予定のllklに○×をこ記入願います。


